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新 年 号

　
平
成
二
十
四
年
の
輝
か
し
い
新

春
を
迎
え
、
消
防
関
係
者
の
皆
様

に
謹
ん
で
ご
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
消
防
団
員
・
消
防
職
員
の
皆
様

方
に
は
、
常
日
頃
か
ら
、
地
域
住

民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
の
保
全

の
た
め
、
火
災
を
始
め
あ
ら
ゆ
る

災
害
に
対
し
、昼
夜
を
分
か
た
ず
、

献
身
的
に
職
務
に
精
励
さ
れ
て
お

り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
の

敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
関
係
諸
団
体
の
皆

様
方
に
は
、
消
防
防
災
に
対
す
る

深
い
ご
理
解
の
も
と
、
熱
心
に
ご

活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　
我
が
国
の
消
防
は
、
戦
後
、
地

域
に
密
着
し
た
自
治
体
消
防
と
し

て
発
足
し
て
以
来
、
六
十
余
年
が

過
ぎ
、
こ
の
間
、
関
係
者
の
並
々

な
ら
ぬ
ご
努
力
に
よ
り
ま
し
て
、

組
織
・
設
備
の
両
面
に
お
い
て

着
々
と
充
実
強
化
さ
れ
て
お
り
ま

す
こ
と
は
、
誠
に
同
慶
の
至
り
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
日
、
消
防
の
任
務
及
び
活
動

は
、
火
災
予
防
、
警
防
、
救
急
救

助
を
は
じ
め
、
地
震
や
風
水
害
な

ど
の
自
然
災
害
へ
の
対
応
と
広
範

囲
に
わ
た
り
、地
域
住
民
の
安
心
・

安
全
確
保
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
三
月
十
一
日
に

発
生
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
に

あ
っ
て
は
、
想
像
を
絶
す
る
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
消

防
関
係
者
が
復
旧
に
尽
力
し
た
こ

と
か
ら
、
改
め
て
地
域
の
消
防
力

の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
日
々
発
生
し
て
い
る
火

災
や
毎
年
来
襲
す
る
台
風
や
地
球

温
暖
化
の
影
響
と
思
わ
れ
る
局
地

的
な
豪
雨
に
加
え
、
今
後
発
生
が

予
想
さ
れ
る
首
都
直
下
型
地
震
災

害
な
ど
が
脅
威
と
な
っ
て
お
り
、

益
々
大
き
く
な
る
消
防
の
役
割
と

住
民
の
期
待
に
応
え
住
民
生
活
の

平
穏
と
安
全
を
守
っ
て
行
く
た
め

に
は
、
消
防
の
組
織
を
上
げ
て
英

知
を
結
集
す
る
と
と
も
に
、
崇
高

な
消
防
精
神
の
高
揚
と
団
結
を
図

り
、
地
域
防
災
力
の
強
化
を
図
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
本
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

消
防
の
持
つ
使
命
の
重
要
性
を
深

く
認
識
し
、
県
民
の
﹃
安
全
・
安

心
の
確
保
﹄
の
た
め
、
今
後
と
も

各
種
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て

参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
特
に
、
平
成
十
九
年
度
の
理
事

会
・
評
議
員
会
で
決
議
い
た
し
ま

し
た
「
女
性
消
防
団
の
結
成
促
進

に
向
け
た
取
組
み
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
各
消
防
団
長
さ
ん
を
は
じ

め
、
関
係
者
の
皆
様
の
熱
意
と
ご

努
力
に
よ
り
、
着
々
と
実
績
を
上

げ
て
き
て
お
り
、
そ
の
数
は
昨
年

十
月
現
在
で
三
十
四
団
（
女
性
団

員
数
四
百
八
十
七
名
）
と
な
り
、

今
後
も
発
足
の
動
き
が
見
ら
れ
ま

す
。

　
ど
う
か
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
心
新
た
に
「
安
全
な
地
域
づ

く
り
」
の
た
め
、
な
お
一
層
の
ご

尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
皆
様
方
と
ご
家
族

様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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年
頭
に
寄
せ
て

　
葉
梨
　
衛

軌
道
に
乗
せ
る
た
め
の
重
要
な
年

に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
震
災
や

原
発
事
故
の
影
響
に
加
え
、円
高
・

デ
フ
レ
の
長
期
化
や
景
気
の
低
迷

な
ど
、
県
政
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
引
き
続
き
、
経
済
・
雇
用
対

策
や
行
財
政
改
革
に
全
力
で
取
り

組
み
な
が
ら
、
全
て
の
県
民
が
安

全
、安
心
、快
適
に
暮
ら
せ
る
「
生

活
大
県
」
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
県

民
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
県
土
づ
く
り
を
進
め
る

う
え
で
は
、
い
か
な
る
災
害
や
事

故
に
お
き
ま
し
て
も
迅
速
・
的
確

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
消
防
防
災

体
制
の
更
な
る
充
実
強
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
、
消
防
関
係
者
の
皆
様
方
の
よ

り
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
最
後
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し

ま
し
て
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　
平
成
二
十
四
年
の
新
春
を
迎

え
、
消
防
関
係
者
の
皆
様
に
謹
ん

で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
皆
様
方
に
は
、
本
県
の
消
防
防

災
行
政
の
推
進
に
大
変
な
ご
尽
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
県
土
全
体
が
想
像
を
絶
す
る
甚

大
な
被
害
を
受
け
る
と
と
も
に
、

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
り
、
県
民
生
活
や
産
業
活
動

が
深
刻
な
影
響
を
受
け
る
な
ど
、

本
当
に
大
変
な
一
年
で
あ
り
ま
し

た
。

　
一
方
で
、
北
関
東
自
動
車
道
の

全
線
開
通
、
茨
城
空
港
に
お
け
る

札
幌
便
や
上
海
便
の
増
便
、
日
野

自
動
車
新
工
場
の
起
工
式
な
ど
、

発
展
に
向
け
た
着
実
な
歩
み
も
見

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
年
は
、
震
災
か
ら
の
復
興
を

成
し
遂
げ
、
本
県
を
再
び
発
展
の

新
年
の
ご
挨
拶

茨
城
県
知
事
　
橋
本
　
昌

　
新
春
を
飾
る
消
防
出
初
式
が
、
一
月
七
日

か
ら
九
日
の
三
日
間
を
中
心
に
県
内
各
地
で

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
守
谷
市
及
び
日
立
市
消
防
出
初
式

の
様
子
を
ス
ナ
ッ
プ
写
真
で
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

た
、
結
成
後
の
活
動
内
容
や
そ
の

効
果
、
苦
労
話
な
ど
、
小
澤
さ
ん

の
巧
み
な
リ
ー
ド
で
お
話
し
が
聞

け
、参
考
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
第
二
部
は
、
会
場
を
二
階
の
レ

ス
ト
ラ
ン
に
移
し
、
恒
例
と
な
っ

た
意
見
交
換
会
で
し
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、
お
忙
し
い

中
、
橋
本
知
事
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、
宮
本
生
活
環
境
部
長
等
の
県

幹
部
や
小
澤
講
師
な
ど
に
も
ご
参

加
を
い
た
だ
い
て
、
大
い
に
交
流

を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
の
結
果
、
女
性

消
防
団
の
結
成
状
況
は
、
十
月
現

在
で
三
十
四
の
消
防
団
に
設
置
さ

れ
、
更
に
今
後
も
発
足
の
動
き
が

見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
の
成
果
を
参
考
に
、

今
後
の
女
性
消
防
団
活
動
が
充
実

発
展
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し

ま
す
。

で
、
そ
れ
ぞ
れ
現
在
班
長
と
し
て

消
防
団
結
成
当
初
か
ら
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
最
後
に
「
東
日
本
大
地
震
の
発

生
！
私
達
の
活
動
そ
し
て
今
後
へ

の
備
え
」
と
題
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
は
勿
論
、

本
県
女
性
消
防
団
員
の
中
で
知
ら

な
い
人
は
い
な
い
東
京
都
赤
羽
消

防
団
副
団
長
の
小
澤
浩
子
さ
ん
、

パ
ネ
ラ
ー
に
は
、
団
長
歴
八
年
の

守
谷
市
消
防
団
・
齋
藤
芳
紀
団
長
、

団
長
歴
四
年
の
鉾
田
市
消
防
団
・

二
重
作
惣
司
団
長
、
団
歴
二
年
の

つ
く
ば
市
消
防
団
・
稲
川
幸
子
支

団
長
、
団
歴
三
年
の
北
茨
城
市
消

防
団
・
福
田
良
子
分
団
長
、
団
歴

二
年
の
常
総
市
消
防
団
・
齊
藤
初

枝
分
団
長
に
お
願
い
し
、
約
一
時

間
に
わ
た
り
女
性
消
防
団
結
成
に

あ
た
っ
て
の
課
題
や
難
し
さ
、
ま

　
平
成
十
九
年
度
の
当
協
会
総
会

（
理
事
会
・
評
議
員
会
）
決
議
﹃
概

ね
三
年
程
度
で
県
内
全
市
町
村
に

女
性
消
防
団
を
結
成
す
る
﹄
を
受

け
て
、
女
性
消
防
団
の
活
動
事
例

等
を
紹
介
し
な
が
ら
、
女
性
消
防

団
の
結
成
を
促
進
し
、
併
せ
て
県

内
女
性
消
防
団
員
の
交
流
を
促
す

た
め
、
五
回
目
と
な
る
女
性
消
防

団
結
成
促
進
大
会
を
十
二
月
七

日
、
県
庁
九
階
の
講
堂
で
実
施
し

ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
最
初
に
「
女
性
消

防
団
も
う
一
つ
の
顔
／
あ
る
女
性

消
防
団
の
活
動
記
録
」と
題
し
て
、

昨
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
十

会
顧
問
の
根
岸
敏
男
さ
ん
に
「
魅

力
あ
る
消
防
団
づ
く
り
」
と
題
し

て
、ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
休
憩
を
挟
ん
だ
後
、
つ
く
ば
市

女
性
消
防
団
員
に
よ
る
火
災
予
防

啓
発
劇
「
つ
け
て
っ
か
？
火
災
警

報
器
」
が
演
じ
ら
れ
、
次
に
意
見

発
表
と
し
て
、
笠
間
市
消
防
団
の

海
老
澤
多
恵
子
さ
ん
か
ら
「
今
私

達
に
出
来
る
こ
と
」、
ま
た
阿
見

町
消
防
団
の
大
久
保
里
美
さ
ん
か

ら
は
「
阿
見
町
女
性
消
防
団
と
私

の
歩
み
」
と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

意
見
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
海
老
澤
さ
ん
は
、
団
員
歴
三

年
、
大
久
保
さ
ん
は
団
員
歴
七
年

回
全
国
女
性
消
防
操
法

大
会
に
本
県
代
表
と
し

て
出
場
し
た
北
茨
城
市

消
防
団
の
全
国
大
会
出

場
ま
で
の
訓
練
の
様
子

な
ど
が
鮮
明
な
映
像
で

流
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
総
務
省
消
防
庁

消
防
団
員
確
保
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
し
て
い
る
財

団
法
人
群
馬
県
消
防
協

平
成
二
十
三
年
度

 

茨
城
県
女
性
消
防
団

　
結
成
促
進
大
会
を
開
催

パネルディスカッションの様子

つくば市女性消防団員による寸劇

意見交換会（橋本知事とともに）

公
益
財
団
法
人

茨
城
県
消
防
協
会
　
会
長
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編 

集 

後 

記

　
平
成
二
十
四
年
の
消
防
出
初
式

は
三
連
休
を
中
心
に
概
ね
穏
や
か

な
天
候
の
な
か
で
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
今
年
は
平
年
に
比
べ
気
温
の

低
い
日
が
続
い
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
私
だ
け
で
し
ょ
う

か
？
寒
さ
も
ま
だ
ま
だ
と
言
っ
た

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
も
体
調
管
理

に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
一

ヶ
月
余
り
、
も
う
一
頑
張
り
で
す

ね
。（
せ
）
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遠
遠
遠
遠
遠
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十
一
月
一
日
付
け
で
新
公
益
法

人
へ
の
移
行
に
伴
い
、
平
成
二
十

三
年
度
公
益
財
団
法
人
茨
城
県
消

防
協
会
理
事
会
・
評
議
員
会
（
い

わ
ゆ
る
「
総
会
」）
が
、
十
二
月

二
十
一
日
（
水
）
に
茨
城
県
総
合

福
祉
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
会
議
は
、
ま
ず
、
理
事
会
と
評

議
員
会
の
議
案
が
同
じ
で
あ
っ
た

た
め
同
時
開
催
と
し
た
こ
と
を
説

明
し
た
後
、
会
議
定
足
数
の
確
認

（
理
事
定
数
三
十
四

名
の
と
こ
ろ
出
席
者

三
十
一
名
、
評
議
員

定
数
四
十
名
の
と
こ

ろ
出
席
者
三
十
五
名

で
過
半
数
を
超
え
、

会
議
が
成
立
。）
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、

葉
梨
会
長
か
ら
主
催

者
の
挨
拶
、
続
い
て

来
賓
を
代
表
し
県
生

活
環
境
部
の
丹
危
機

管
理
監
か
ら
ご
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。
ご
臨
席
頂
い
た

ご
来
賓
は
次
の
方
々
で
す
。

・
県
危
機
管
理
監丹

　
　
勝
義
　
様

・
県
立
消
防
学
校
長

岩
島
　
孝
夫
　
様

・
県
消
防
防
災
課
課
長
補
佐

大
畠
　
寿
哉
　
様

　
続
い
て
議
事
は
、
葉
梨
会
長
が

議
長
と
な
り
、
評
議
員
会
の
議
長

（
大
子
町
消
防
団
長
　
小
盛
久
男

様
）
及
び
評
議
員
会
の
議
事
録
署

名
人
（
茨
城
町
消
防
団
長
　
長
洲

良
男
様
／
ひ
た
ち
な
か
市
消
防
長

栁
橋
勉
様
）
を
選
出
（
理
事
会
は

定
款
の
規
定
に
よ
り
会
長
及
び
監

事
）
し
、
議
案
が
審
議
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
・
議
決

さ
れ
ま
し
た
。（
理
事
会
と
評
議

員
会
で
は
報
告
及
び
議
事
案
件
が

相
違
し
ま
す
の
で
、
評
議
員
会
議

案
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。）

○
報
告
第
一
号
　
平
成
二
十
三
年

度
　
普
通
会
計
収
支
補
正
予
算

○
報
告
第
二
号
　
平
成
二
十
三
年

度
　
事
業
計
画
（
平
成
二
十
三

年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
）

○
報
告
第
三
号
　
平
成
二
十
三
年

度
　
普
通
会
計
収
支
予
算
（
平

成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
）

○
議
案
第
一
号
　
平
成
二
十
三
年

度
　
事
業
報
告
（
案
）（
平
成

二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
十
月

三
十
一
日
ま
で
）

○
議
案
第
二
号
　
平
成
二
十
三
年

度
　
普
通
会
計
収
支
決
算（
案
）

　（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か

ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
）

め
消
防
長
、
消
防
団
担
当
課
長
、

消
防
主
任
並
び
に
県
か
ら
消
防
防

災
課
長
、
消
防
学
校
長
及
び
同
職

員
、
協
会
事
務
局
で
す
。

　
今
回
の
懇
談
会
は
、
公
益
法
人

へ
の
移
行
に
伴
う
当
協
会
の
運
営

等
を
議
題
と
し
た
た
め
、
全
部
の

支
部
で
消
防
長
の
出
席
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

（
開
催
日
程
）

○
県
南
北
部
支
部
　
五
市

　
恒
例
の
支
部
別
消
防
団
長
等
懇

談
会
が
、
昨
年
十
二
月
に
県
南
北

部
支
部
と
県
南
南
部
支
部
、
年
明

け
一
月
か
ら
残
る
四
支
部
で
順
次

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
席
者
は
、
消
防
団
長
を
は
じ

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
五
日

つ
く
ば
み
ら
い
市
「
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
常
総
」

○
県
南
南
部
支
部
　
九
市
町
村

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
日

阿
見
町
「
か
す
み
公
民
館
」

○
鹿
行
支
部
　
五
市

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
日

神
栖
市
「
神
栖
市
保
健
セ
ン

タ
ー
」

○
県
央
支
部
　
六
市
町

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
六
日

小
美
玉
市
消
防
本
部
美
野
里
消

防
署

○
県
北
支
部
　
九
市
町
村

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
七
日

ひ
た
ち
な
か
市
消
防
本
部

○
県
西
支
部
　
十
市
町

平
成
二
十
四
年
二
月
一
日

古
河
市
役
所
三
和
庁
舎

議
題

（
一
）
消
防
団
の
充
実
強
化

（
二
）
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

消
防
団
活
動
の
検
証
結
果

（
三
）
消
防
団
と
地
域
の
各
種
組

織
と
の
連
携

（
四
）
平
成
二
十
四
年
度
消
防
学

校
教
育
訓
練
計
画
概
要

（
五
）
公
益
財
団
法
人
茨
城
県
消

防
協
会
の
今
後
の
運
営
等

（
六
）
消
防
操
法
大
会
に
お
け
る

運
営
等

（
七
）
日
本
消
防
協
会
の
火
災
共

済
制
度
及
び
消
防
互
助
年

金
等

（
八
）
そ
の
他
（
女
性
消
防
団
支

部
別
情
報
交
流
会
助
成
）

　
懇
談
会
は
、
ま
ず
消
防
防
災
課

か
ら
、
昨
年
消
防
庁
か
ら
通
知
の

あ
っ
た
消
防
団
の
充
実
強
化
、
県

が
作
成
し
た
東
日
本
大
震
災
時
に

お
け
る
消
防
団
の

対
応
状
況
等
及
び

消
防
団
と
地
域
の

各
種
組
織
と
の
連

携
に
つ
い
て
、
続

い
て
県
立
消
防
学

校
か
ら
消
防
学
校

の
教
育
訓
練
計
画

に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
説
明
を
頂
き

ま
し
た
。

　
次
に
、
公
益
認

定
ま
で
の
経
緯
や

公
益
財
団
法
人
茨

城
県
消
防
協
会
の

組
織
等
の
概
要

等
、
消
防
操
法
大

会
に
お
け
る
運
営
等
に
つ
い
て
、

鈴
木
事
務
局
長
か
ら
説
明
し
ま
し

た
。

　
最
後
に
、
日
本
消
防
協
会
及
び

全
日
本
消
防
人
共
済
会
が
行
う
各

種
共
済
事
業（
福
祉
共
済
・
火
災
共

済
・
消
防
互
助
年
金
）に
つ
い
て
、

加
入
促
進
を
図
る
た
め
の
Ｐ
Ｒ
を

鈴
木
事
務
局
長
が
行
い
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
会
場
で
も
、
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
有
意
義
な
情
報
交

換
が
出
来
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度

理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

事　業　名 計　　画　　の　　概　　要
１　啓発普及事業
　⑴機関紙「茨城消防」の発行
　⑵火災予防運動

　⑶「日本消防」の配布

　⑷新聞紙上及びラジオによる防
火・防災思想の普及

・「茨城消防」を隔月6,400部発行し、消防団・消防本部・その他消防関係者に配布する。
・消防庁並びに（財）日本消防協会が行う秋季及び春季火災予防運動に呼応して、
火災予防運動を展開し、火災予防思想の普及高揚を図る。

・防火ポスターの配布
・（財）日本消防協会が発行する「日本消防」を各市町村・各消防本部に毎月配布する。
・新聞掲載及びラジオ放送による火災予防や防災の広報を行い、県民の防火防災思
想の普及高揚を図る。

２　消防団活性化事業
　⑴支部別団長等懇談会

　⑵地域交流活動促進助成

　⑶女性消防団結成促進助成

　⑷消防団協力事業所表示制度に
よる表示証の配布

・県内６支部において、消防団長・消防主管課長による懇談会を開催し、消防団活
性化対策等についての意見交換を行う。

・地域ぐるみの防災体制を促進するため、消防団員相互及び消防団と地域住民・企
業等との交流活動等を行う消防団に経費の一部を助成する。

・男女共同参画型社会の形成を推進し、女性の持つ特性を生かしながら消防活動を
実施する女性消防団を、平成19年度から概ね３年程度で県内全市町村に結成され
るよう促進を図ることとして、重点的に取り組んできた結果、平成23年４月現在
で44消防団中32消防団に女性消防団が結成された。

　まだ結成されてない消防団が多少あることから、引き続き結成する消防団に対し、
活動服の製作等に要する経費の一部を助成する。

・消防団員を雇用している等、消防団に協力的な事業所を消防庁が定めた「消防団
協力事業所表示制度」に基づき、各市町村が協力事業所と認定した場合に、市町
村の申請に基づき協力事業所の表示証を購入し配布する。

３　教育指導事業　
　⑴支部消防団員教育訓練助成
　⑵女性消防団結成促進大会
　⑶茨城県婦人防火クラブ連絡協
議会助成

　⑷茨城県幼少年婦人防火委員会
助成

　⑸婦人防火クラブ指導者研修会
助成

　⑹日本消防協会消防団幹部研
修・幹部候補中央特別研修

・消防協会支部の行う教育訓練事業（操法・規律等）に要する経費の一部を助成する。
・女性消防団の結成を促進するため促進大会を実施する。
・県内婦人防火クラブを育成・支援するため、）茨城県婦人防火クラブ連絡協議会に
経費の一部を助成する。

・県内の幼年・少年・婦人防火クラブを育成・支援するため、茨城県婦人防火クラ
ブ連絡協議会に経費の一部を助成する。

・自主防火防災に対する理解を深めてもらうとともに、自主防災組織の整備を図る
ため、婦人防火クラブの指導者を対象に防火防災の研修会を実施する。

・（財）日本消防協会主催により実施される、消防団幹部特別研修に県内消防団の団
長及び副団長の幹部を、また消防団幹部候補中央特別研修に県内の比較的若い男
女消防団員を派遣する。

４　大会開催及び全国大会参加事
業

　⑴第17回全国女性消防団員活性
化香川大会への参加

　
　⑵第23回全国消防操法大会茨城
県代表選考会

　⑶出初式

・全国の女性消防団が一同に会する本大会に、県内の女性消防団員に参加を募り、
全国の女性消防団の活動事例等を学習し、併せて全国の女性消防団員と意見交換
をし、今後の活動の糧とする。

・平成24年度に第23回全国消防操法大会が実施されることから、これに出場する消
防団を決定するため、各地区大会の小型ポンプの部で優勝し、この大会に出場を
希望する消防団による選考会を実施する。

・県内の消防出初式等に出席する。

５　福祉厚生事業
　⑴日本消防協会定例表彰
　⑵退職消防団員報償
　⑶死亡消防職・団員表彰
　⑷消防関係者叙勲・褒章等受章
祝賀会

　⑸弔慰見舞
　⑹福祉共催制度等への加入促進

・日本消防協会定例表彰の候補団体・個人を推薦する。
・在職期間５年～ 15年の退職消防団員に感謝状及び記念品を贈呈する。
・在職期間５年未満の消防団員及び現職消防職員に感謝状を贈呈する。
・春、秋消防関係者叙勲・褒章等の受章者を招待し、祝賀会を開催する。

・傷病、死亡等の会員に弔慰見舞金を贈呈する。
・（財）日本消防協会が行う福祉共済制度等への消防職団員の加入促進を図る。

６　海外支援事業
海外消防機関への災害時の義援
及び消防資機材の寄贈等

・海外の災害に対する義援及び消防資機材等の不足により、消防活動に支障をきた
す国に対し、国際交流として、使用した消防自動車等を寄贈する。

平成23年度公益財団法人茨城県消防協会事業計画
（平成23年11月１日から平成24年３月31日）

議長を務める葉梨会長

消
防
方
面
救
助
機
動
部
隊
視
察
。

　
四
日
目
は
、火
災
防
ぎ
ょ（
東
京

消
防
庁
参
事
兼
警
防
課
長
　
松
浦

和
夫
氏
）、課
題
研
究
発
表（
消
防

庁
消
防
団
専
門
官
　
青
木
浩
氏
）。

　
以
上
の
よ
う
に
、
講
師
陣
は
、

現
在
日
本
の
防
災
第
一
線
で
活
躍

し
て
い
る
方
た
ち
で
し
た
。

　
各
都
道
府
県
か
ら
一
人
の
研
修

生
は
、
副
団
長
以
上
の
階
級
に
あ

る
も
の
で
し
た
の
で
、
課
題
研
究

討
議
、
意
見
交
換
会
は
活
発
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
課
題
研
究
討
議
・

発
表
で
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い

て
、
外
国
で
は
地
方
の
消
防
は
消

防
団
が
担
っ
て
い
る
た
め
、
子
供

の
頃
か
ら
消
防
に
関
心
を
持
た
せ

る
よ
う
に
し
て
い
る
等
の
事
例
も

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
で
地
震
・
津
波

被
害
に
あ
っ
た
気
仙
沼
市
消
防
団

本
消
防
協
会
理
事
長
　
秋
本
敏
文

氏
）、
災
害
情
報
（
静
岡
大
学
防

災
総
合
セ
ン
タ
ー
　
牛
山
素
行

氏
）、参
加
者
に
よ
る
意
見
交
換
会
。

　
二
日
目
は
、
消
防
団
実
務
（
東

京
消
防
庁
防
災
部
長
　
伊
藤
克
巳

氏
）、
日
本
の
救
急
医
療
の
問
題

点
（
聖
路
加
国
際
病
院
理
事
長
　

日
野
原
重
明
氏
）、
消
防
団
活
動

事
例
（
気
仙
沼
市
消
防
団
長
　
武

山
文
英
氏
）、
危
機
管
理
（
防
災

危
機
管
理
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
主
宰
　

日
野
宗
門
氏
）、課
題
研
究
討
議
。

　
三
日
目
は
、
消
防
行
政
（
消
防

庁
国
民
保
護
・
防
災
部
長
　
佐
々

木
克
樹
氏
）、
防
災
対
策
（
消
防

庁
防
災
課
長
　
山
口
英
樹
氏
）、

惨
事
ス
ト
レ
ス
対
策
（
筑
波
大
学

大
学
院
　
松
井
豊
氏
）、
課
題
研

究
討
議
、
総
務
省
消
防
庁
危
機
管

理
セ
ン
タ
ー
、
東
京
消
防
庁
第
六

　
東
京
の
日
本
消
防
会
館
で
行
わ

れ
た
消
防
団
幹
部
特
別
研
修
に
研

修
生
と
し
て
参
加
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
、
理
事
長
講
話
（
日

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

　
貴
重
な
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

活
動
事
例
発
表
で
、武
山
団
長
は
、

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、
地
域
の

防
災
訓
練
等
を
通
じ
、
住
民
へ
の

防
災
意
識
と
知
識
の
啓
発
に
努
め

る
。
自
助
・
共
助
精
神
の
確
立
し

日
本
消
防
協
会
主
催

 
消
防
団
幹
部
特
別
研
修

　
日
本
消
防
協
会
主
催
に
よ
る
第

三
十
八
回
消
防
団
幹
部
特
別
研
修

が
、
平
成
二
十
四
年
一
月
十
七
日

か
ら
二
十
日
ま
で
、
三
泊
四
日
の

日
程
で
実
施
さ
れ
、
本
県
か
ら
は

牛
久
市
消
防
団
の
山
岡
恒
夫
副
団

長
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
、
山
岡
副
団
長
か
ら
の

寄
稿
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

県央支部団長等懇談会

「
消
防
団
幹
部
特
別
研
修
」に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
し
て

牛
久
市
消
防
団
　
副
団
長
　
山
岡
　
恒
夫

平
成
二
十
三
年
度

 

支
部
別
消
防
団
長
等

     

懇
談
会
を
開
催


